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共に働く街づくり―国・自治体の障害者雇用施策の現状とこれから 
共に働く街を創るつどい２０１８に向けて 

■ 雇用水増し問題を機に 
この夏、国、自治体の雇用水増し問題が続々と表面化し、社会問題になりました。国、自治体では、それ

ぞれに経緯の解明や今後の雇用推進策が検討されています。 

この機に、そもそも１９６０年の身体障害者雇用促進法発足以来「民間のお手本」と位置付けられてきた

公務部門の障害者雇用が、６０年近くを経て、現在どのような意味で「お手本」となりうるのかについて、

あらためて考える必要があります。水増し問題への対応が急務とはいえ、後ろ向きの議論ではなく共に働く

街づくりへ一歩をさらに踏み出すきっかけとしたいと思います。 

■ 障害者枠・チャレンジ雇用の現状は 
自治体には「障害者特別採用枠」がありますが、国も今回設ける方向で検討中といいます。「障害者特別採

用枠」は身体障害者限定の自治体が多く、自力通勤・自力職務遂行等の受験資格があることも多い状況です

が、知的障害者や精神障害者への拡大や受験制限の撤廃が問われています。また、従来、採用後は障害に応

じた支援はしないという原則が貫かれ、要望が出しにくい半面で、配置された職場の同僚の側も共に働く上

での課題を口に出すことがタブー化されている状況もうかがわれます。 

一方、国をはじめあちこちの自治体で臨時採用の「チャレンジ雇用」が取り組まれ、越谷市も今年から実

施しています。就労移行支援事業所「世一緒」からも１人採用されました。「チャレンジ雇用」は知的障害者

や精神障害者をも職場に受け入れ、業務の切り出しや職場の対応など、体験を重ねることを通して、次の本

格的な雇用に進めるようなノウハウを自治体に蓄積していく目的があります。ただ、これまで「障害者特別

採用枠」がなかった国はもちろんのこと、「障害者特別採用枠」がある自治体でもその達成には程遠い部門特

に教育現場などでは、上記のような目的が見えづらくなっています。 

また、チャレンジ雇用は期間限定であり、臨時雇用された障害者は就労支援機関等の支援も得て次に民間

職場に就労してゆくための準備過程としての位置付けもありますが、支援機関の関わりは限定的になってし

まうという問題も生じます。「民間のお手本」といえるためには、こうした諸課題を整理して公開し、障害を

もつ本人も含めた地域社会の関係者とともに検討し合うことが不可欠なのではないでしょうか。 

■ 共に働く街づくりのお手本になるとは 
さらに、「お手本」となるためには、「民間」の職場の事情や障害者がそこで働く上での課題が示されてい

る必要もあります。この点で、当会の「職場参加」の認識と重なる内容（１５分からの超短時間雇用）で自

治体による民間企業の雇用支援策を試みている例として、東大先端研（近藤武夫准教授）と川崎市の連携し

た事業が注目されます。 

「職場参加」は「超短時間雇用」を含みますが、それだけではなく、福祉施設や医療機関からのグループ

ワークや職場体験等も重視します。この意味でも、自治体の職場での実習・体験や優先調達推進、さらには

福祉施設や医療機関が業務の一環としてこれらに取り組むことができる施策や制度運用等を検討することが

重要です。県内自治体では、地域適応支援事業(越谷市)や市町村就労支援事業さらには優先調達推進、共同受

注ネットワーク支援などを積み重ねてきました。それらの施策ともつなげてトータルな「民間のお手本」に

なる道筋を探ってゆきたいと考えます。 

今年の「つどい」では、冒頭に述べたように、雇用率水増し問題を共に働く街づくりへの一歩として捉え

なおすべく、障害者の自立と政治参加をすすめるネットワーク代表でさいたま市議の伝田ひろみさんをお招

きし、全国の自治体の障害者雇用の状況とさいたまステップアップオフィス等の情報提供をいただいた上

で、地元自治体の報告も受けながら、みんなで考え合います。 
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●水辺の市１日みんなの食堂に出店  

  
夏休みの親子連れなども参加できるようにと８月

７日（火）15：00~19：00 に開かれた「水辺の市１日

みんなの食堂」で、当会は子どもたちに人気の光るお

もちゃなどの店を出すことができました。花火大会が

中止になり、夜店が開けなかったので、仕入れたおも

ちゃが売れてよかったです。 

 

●県交渉で障害者雇用の実態伝える 

 
８月 30,31日の埼玉障害者市民ネットワーク主催の

総合県交渉で、当会会員の聴覚障害者・松山美幸さん

が、複数の企業で長年働いた経験をもとに、２０年前、

障害があろうがなかろうが共に働いた関係が、現在の

障害者雇用枠の下では失われていると指摘しました。 

●水上公園で秋の花壇に向け共同作業 

プールの季節が終わったしらこばと水上公園で

は、繁った夏の花を切り戻したり、秋向けの花を部

分的に植える共同作業を、９月 26 日から 10 月上旬

にかけて行いました。世一緒の障害者スタッフとサ

ポーターは 9：00 から道具を出して作業を始め、そ

の後に就労 A,B、生活介護、精神科病院デイケアな

どのチームが合流します。公財・埼玉県公園緑地協

会の本部からも担当の方が参加されます。 

 

●よ～いどん！市民事業寄付事業で 

生活クラブ生協さいたまの「よ～いどん！市民事
業寄付制度」に、当会の「しらこばと笛制作・普及
プロジェクト」がエントリー。世一緒の制作者たち
が、9 月 10 日～10 月 26 日の寄付期間中、組合員に
アピールするべく、生活クラブの活動の場や天然記
念物しらこばとが飼育されている動物園などを回
り、キャンペーンを行いました。上の写真は生活ク
ラブ川口センターで。皆さまご協力を感謝します。 

 

●越谷市民まつり、買い物やら相談やら 
10 月 28 日、越谷市民まつりに今年も出店しまし

た。リサイクル品と飲物を販売し、飲物は完売しま
した。たくさんの方々がブースに立ち寄ってくれま
した。買い物だけでなく、職場の近況報告をする
人、仕事の情報をほしい人、こんな仕事をしません
かという人、障害が重くなりもっと介助を増やした
いがどうしたら…という相談も。 
こちらからも聴覚障害者協会のカレーを食べた

り、こしがやエフエムのブースを訪ねたり、フリマ
のエリアを回ったりして交流してきました。 

職場・地域ひろがりつうしん 

③
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すいごごカフェ 11/７～12/191時半のゲスト  

11月７日（水） 

都築 幸美さん 

お手玉ぽんぽんの会 

お手玉に魅せられて 
越谷・水辺の市にすい星のごとくデビューしたお手玉

バンド！お手玉づくりの指導や販売、さらにはお手玉を

用いてのコーラスなども。なぜ、いま、お手玉？ 

１４日（水） 

辻 隼門さんと父 
特支学校生徒と父 

西郷どん、びっくりの薩摩隼人の少年 
一泊避難所体験の申し子であった隼門くんと、その父

で市民活動家の純志郎さん。知的障害児が避難所では向

かない足手まといなんて嘘だ。 

２１日（水） 

SHU さん 

スペイン語教師 

さまよえる性別×ジェンダー 
ある時はむじゃきなおじさん。ある時はおこったおば

ちゃん。 その実態は…さまよえるＸジェンダー   

     さて今日はどこへ行く 

28日（水） 

未   定 
 

未  定 
毎月第 4水曜は、就労移行支援事業所「世一緒」の企

画でゲストをお願いし、せんげん台西口のイオン並びの

同事業所ですいごごカフェを行います。 

12月 5日（水） 

村山 英子さん 
視覚障害の主婦 

 

視覚障害をどう生きる 
村山さんは進行性の視覚障害者で、息子さんが高校生

の時は自転車に乗っていた。現在は視覚障害 1級。障害

が進む中での思いは、暮らしは？一問一答で考えます。 

１２日（水） 

山下 浩志さん 
NPO事務局長 

共生の現在を探る 
ある大学で行ったこのタイトルの授業のパワポを元に

して、「共に生きる」って？を考えます。学生の反応も紹

介し、そこからのぞく「現在」も探ります。 

１９日（水） 

水谷 淳子さん 

耳鼻咽喉科医師 

風邪って？インフルって？ 
「インフルエンザは風邪じゃない」と国を挙げて PRさ

れ、当然のようにワクチンが。でもそもそも風邪ってな

に？ワクチンは必要なの？42年間の地域医療体験から。 

④ 
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Lunch Café のカレー（コーヒー付き）は予約をどうぞ 048-964-1819 
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世一緒ＮＯＷ立ち読みコーナー 
（世一緒ＮＯＷはグループワークにエントリーされた方だけに

お送りしている内部情報紙です。NO.10 の一部をここに。） 

2018年度会費ご納入並びにご寄付、ありがとうございます（五十音順、敬称略） 

【会費】 会沢完、青木繁明、阿久津康仁、浅草秀子、朝日雅也、石田貴美子、伊藤峰子、伊藤紀康、今

井和美、上野豪志、内野かず子、大武昭、沖山稚子、尾谷英一、黄川田仁志、癸生川新一、佐藤恵美子、

佐藤秀一、清水泰代、鈴木照和、関一幸、荘子敏一、高瀬勇、竹迫和子、田島玄太郎、巽孝子、巽優子、

谷崎恵子、辻浩司、並木理、贄田敏之、西陰勲、野村康晴、橋本哲寿、原和久、原田真弓、日吉孝子、前

田直哉、松田和子、松田典子、水谷淳子、森田譲二、谷塚祥子、山川百合子、山﨑かおる、山﨑有子、山

﨑泰子、山下浩志、山田裕子、山本正乃、吉田久美子、吉原広子 

【寄付】 大家けい子、田島玄太郎、土居幸仁、直井利雪、贄田敏之、堀利和、松尾清晴、森田譲二、水

谷淳子、山下浩志、山﨑泰子 

 
⑥
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当会はみなさまの会費と寄付金等により支えられています。どうぞ、ご協力をお願いします. 
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すいごご Café News Flash  
 

 

【8 月 1 日 松尾清晴さん（元

ＪＲ社員）】 

57 歳で退職後、「世界の果てを

見てみたい」とオートバイひとり

旅を 17 年間…というとかっこよ

く響くが、1500ｃｃのオートバ

イに 450㌔の荷物を積んで走り、

何十回も倒れたが絶対一人では起こせ

ない。その都度現地の人に手伝っても

らった、どこの国でも見知らぬ者に親

切にしてくれたという。 

 

【8 月 8 日 門間愛さん 

（ケアシステムわら細工事務局長）】 

わら細工事務局長として働く彼

女がわらじの会に出会うまでのプ

ロセスは、分け隔てられてゆく以外

の道はなかったように綴られてい

た。べしみに通所しながら、介助派

遣事業所の事務局長や学校問題の

集会や他の当事者のたくさんの会

議などに参加している中で、いずれ

は生活ホームを出て一人暮らしを

目標に生活をおくっている。 

 

【8 月 22 日 飯山和弘さん 

（NPO 法人じりつが運営する埼葛北地域活動支援セ

ンターふれんだむ所長）】 

自身で「ほぼひきこもっていた。」

と語る 20代の頃の事から現在に至

るまでを語った。後ろ向きで生きて

きた自分が、前を向いて「これでも

いいんだな」と思えるようになった

のは、精神障害者のソフトバレーボ

ールを始めたことがきっかけだっ

たという。この日はメンバーピアサ

ポーターの長島さんと二人で。 

 

【9 月 5 日 佐藤秀一さん 

（世一緒月曜当番番担当）と母】 

秀一さんが生まれた１９７０年か

ら、脳腫瘍の手術や放射線治療を乗

り越え様々な職を経て得た経験や、

現在の生活ぶりを語った。 

「佐藤さん、人生はどんな感じ？」

「いい感じ」 

 

【9 月 12 日 山崎昭二さん（しらこばと笛・土鈴創作

者）】 

人形師にして他のさまざまな市民文化の担い手でもあ

る山崎さん。世一緒スタッフに絵付け作業の指導もして

くださっている。身近な話から縄文時代にまで時間旅行

にいざなってくれた。 

 

 

【9 月 19 日 齊藤一枝さん（ケアマネージャー）】現

在独立のケアマネージャーとして

事業所を構える齊藤さん。実はこの

日もミニ手話タイムを行った橋本

克己画伯の妹さんと書道塾仲間。わ

らじの会や世一緒との出会いとと

もに、現在のケアマネージャーとし

て生活する中で感じたことや現場

の様子を語った。将来の夢は介護保

険にひっかからない元気な高齢者

のシェアハウスを作ること。この世

一緒のように、近所の人が集まれるようにしたい。 

 

【9 月 26 日 寺島裕さん・藤崎愛美さん（よたろう楽

団）】 

自ら付けられたタイトルは

「母娘そろってハンデ持ちで

すが何か？」母子のこれまで

の暮らしの歴史や母・裕さん

が現在、ご主人と月イチか隔

月におこなっている福祉施設

等へのボランティア演奏（裕

さんがサックス、お連れ合い

がハーモニカ）について語った。 

 

【10 月 3 日 直井利雪さん（世一緒サポーター）】 

自身の生い立ちと併せて、週二回

世一緒サポーターとして、それ以

外の日は集配の仕事をして働く

現在の生活を語った。職探しは

「自分の希望も含めて、よく考え

ないといけない。人間にとって大

切なのは自分らしさだと思う。」 

 

【10 月 10 日 山田裕子さん（越谷市民ネットワーク）】 

ぽらむの家の青山享美代表、田島明子調理チーフととも

に、こども食堂

のはじまりから

現在を語った。 

最初は「喰蔵」

を定休日に借

りて、月一回や

っていたが、多

い時は 100 人

くらい来てし

まう。手づくりのご飯でわいわいやりながら情報交換

したいという親が多いと感じた。そのうち、食堂以外

にも使える拠点がほしいと思ったことがきっかけで

いまの場所を探したという。ぽらむにはいろんな人が

来て過ごしている。いろんな人がいて風通しがよく、

誰でも好きな時に来て、出て行ける。そんな居場所を

目指して活動を続けている。 

⑧
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績
で
相
当
良
い
年
収
を
築
け
て
い
る

だ
ろ
う
年
齢
で
す
が
、
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
が
や
っ
と
の
経
済
状
況
で

す
。
社
会
は
健
常
者
の
方
が
優
遇
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
知
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

「
障
害
者
雇
用
」
で
は
な
く
「
障
害

者
利
用
」
で
あ
っ
た
事
実
。
障
害
者
の

制
度
を
改
め
る
と
き
が
来
た
と
思
っ

て
い
ま
す
し
、
今
ま
で
障
害
者
の
人

数
稼
ぎ
に
使
わ
れ
た
だ
け
の
こ
の
人

生
の
代
償
を
な
ん
と
か
取
り
戻
す
勢

い
で
時
代
は
変
わ
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
今
後
の
活
動
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。 

現
在
、
医
療
系
の
専
門
学
校
へ
通

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
出
来

る
限
り
参
加
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

「
統
合
失
調
症
」
と
い
う
病
気
に

な
っ
て
、
今
年
で
12
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
12
年
、
色
々
な
事
が
あ

り
ま
し
た
。
年
々
と
精
神
面
的
に
も

変
化
が
出
て
き
ま
し
た
。
自
分
が
、
ま

さ
か
「
障
害
者
」
に
な
る
と
は
、
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
障
害
者
」

に
な
っ
て
周
り
の
世
界
が
広
が
り
ま

し
た
。 

今
、
「
統
合
失
調
症
」
に
な
っ
て
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
辛
い
事
の
方
が

正
直
多
か
っ
た
の
は
事
実
で
す
。
幻

覚
や
、
被
害
妄
想
な
ど
に
苦
し
ん
で

き
ま
し
た
。
波
の
あ
る
病
気
な
の
で

色
々
な
事
が
あ
っ
た
中
、
家
族
を
中

心
に
色
々
な
方
に
助
け
て
も
ら
い
な

が
ら
壁
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

病
気
に
な
っ
て
、「
人
に
優
し
く
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
」「
困
っ
た
人
を
ほ

っ
と
け
な
く
な
っ
た
」
そ
し
て
、「
「
障

害
」
に
つ
い
て
、
バ
カ
に
す
る
発
言
を

す
る
人
に
「
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
」

と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
人
を
平

等
に
見
た
り
、
受
け
入
れ
た
り
す
る

こ
と
が
、
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な

ど
、
発
症
す
る
前
に
は
、
出
来
な
か
っ

た
こ
と
が
少
し
ず
つ
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
一
番
大
き
く
感
じ
た
の 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

は
、
「
あ
り
が
と
う
」
「
ご
め
ん
ね
」

を
素
直
に
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
の
夢
は
、
苦
し
ん
で
い
る
人
、

大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
人
、

病
気
を
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
な

く
て
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
人
に
、

「
病
気
に
な
っ
て
も
普
通
の
人
と
は

変
わ
ら
な
い
、
た
だ
、
少
し
出
来
る
ま

で
遠
回
り
し
て
い
る
だ
け
」
っ
て
い

う
事
を
伝
え
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。 

「
病
気
の
人
」
「
健
常
者
」
の
違
い

は
、
そ
ん
な
に
な
い
こ
と
を
訴
え
る

こ
と
が
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。 

 

私
は
「
統
合
失
調
症
」
に
な
っ
て
、

こ
れ
か
ら
も
辛
い
こ
と
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。
「
死
」
を
考
え
て
し

ま
う
こ
と
も
、
き
っ
と
あ
る
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
今
、
幸
せ
だ
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。
周
り
の
人
に
恵
ま
れ
て
、

自
信
も
少
し
ず
つ
つ
い
て
き
て
、「
健

常
者
の
私
」
「
統
合
失
調
症
の
私
」
ど

ち
ら
の
人
生
が
幸
せ
な
の
か
、
不
幸

な
の
か
と
考
え
る
時
も
あ
り
ま
す

が
、
私
は
今
の
人
生
に
悔
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
苦

し
ん
で
生
き
て
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

障
害
者
雇
用
水
増
し
問
題
が
明
る
み
に
な
っ
た
今
こ
そ 

立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う 

楽
し
ん
で
苦
し
ん
で
生
き
た
い 
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新
井 

里
佳 

今
の
私
は
、
一
生
け
ん
命
、
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。 

イ
リ
ス
で
は
、
し
せ
つ
外
に
行
っ
て
、

り
ね
ん
物
の
し
わ
け
を
や
っ
て
い
ま

す
。
７
人
く
ら
い
で
や
っ
て
い
ま
す
。 

職
員
さ
ん
は
、
や
さ
し
い
で
す
。
何

で
も
そ
う
だ
ん
す
る
、
こ
た
え
て
く
れ

ま
す
。
楽
し
い
で
す
。
イ
リ
ス
の
中
で

は
、
お
み
く
じ
、
タ
オ
ル
た
た
み
、
ド

ラ
バ
ッ
チ
、
袋
の
チ
ラ
シ
い
れ
、
今
は
、

と
く
に
万
葉
の
タ
オ
ル
た
た
み
を
や
っ

て
い
ま
す
。
大
変
で
す
。 

イ
リ
ス
に
入
っ
て
か
ら
、
し
ゃ
べ
る

人
が
で
き
て
い
ま
す
。
女
の
子
、
仲
よ

く
な
り
ま
し
た
。
最
近
私
は
、
か
ぜ
を

ひ
い
て
、
３
９
度
の
ね
つ
を
だ
し
ま
し

た
。
く
る
し
か
っ
た
で
す
。
だ
け
ど
、

仕
事
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

日
世
一
緒
に
き
て
、
に
ぎ
や
か
で
、
め

ん
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。
ひ
さ
し
ぶ
り
の
人
に
も
会
い

ま
し
た
。 

最
近
は
家
の
こ
と
も
よ
く
や
っ
て
い

ま
す
。
お
母
さ
ん
が
大
変
だ
か
ら
で
す
。

ご
は
ん
た
き
、
お
ふ
ろ
そ
う
じ
、
せ
ん

た
く
こ
み
や
っ
て
い
ま
す
。 
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癸
生
川
新
一 

 

い
ま
家
族
は
二
人
だ
け
。
妻
と
二
人
。

家
事
は
洗
濯
と
か
掃
除
は
妻
で
、
買
物

は
私
で
す
。 

妻
は
歩
く
の
が
苦
手
な
の
で
ほ
と
ん

ど
外
出
せ
ず
、
家
に
い
ま
す
。
買
物
は

朝
早
く
弁
当
と
か
パ
ン
を
、
自
転
車
で

私
が
買
い
に
行
き
ま
す
。
朝
買
っ
ち
ゃ

っ
た
ほ
う
が
後
で
ゆ
っ
く
り
で
き
る
の

で
。 

 

私
は
世
一
緒
に
月
水
金
だ
け
来
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
火
・
木
は
銀
行
と

か
買
物
と
か
駅
ま
で
来
た
り
、
つ
い
で

に
ち
ょ
っ
と
世
一
緒
に
来
る
く
ら
い
で

す
。 な

る
べ
く
家
で
昼
寝
し
て
い
ま
す
。 

年
取
っ
て
疲
れ
ち
ゃ
う
か
ら
。 

 

世
一
緒
で
は
草
む
し
り
と
か
、
何
に

も
な
い
時
は
世
一
緒
で
ボ
ー
ッ
と
し
て

い
ま
す
。
水
上
公
園
は
バ
ス
に
乗
っ
て

行
き
ま
す
。
駅
ま
で
は
自
転
車
で
す
。 

 

妻
と
出
か
け
る
の
は
、
妻
が
市
立
病

院
に
三
ヶ
月
に
一
回
行
く
時
で
す
。
タ

ク
シ
ー
で
行
っ
て
、
帰
り
ど
こ
か
で
食

事
し
て
タ
ク
シ
ー
で
帰
っ
て
き
ま
す
。

う
ち
で
は
二
人
で
ラ
ジ
オ
を
き
い
て
い

る
か
、
自
分
の
こ
と
を
何
か
や
っ
て
る

の
で
あ
ん
ま
り
話
は
し
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

世
一
緒
ス
タ
ッ
フ
日
記 

い
ま
家
族
は
二
人
だ
け 

れ
て
い
き
た
い
な
と
な
思
い
ま
し
た
。 

今
日
世
一
緒
に
来
て
良
か
っ
た
で
す
。

い
ろ
い
ろ
と
話
し
出
来
て
良
か
っ
た
で

す
。
あ
き
か
ん
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
仕
分

け
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
又
世
一
緒
に
来
た
い
で
す
。 

   
 

 

中
原 

清 

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
し
い
る
は
が
し
の
り
を

ア
ル
コ
ー
ル
シ
ン
ナ
を
つ
か
っ
て
に
お
い

が
き
つ
く
て
た
え
き
れ
な
か
っ
た
の
で
た

い
し
ょ
く
を
し
ま
し
た
。
て
も
か
ぶ
れ
て

す
ご
か
っ
た
で
す
。
い
ま
わ
や
め
て
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す 

し
ょ
る
い
と
お
金
が
も

ら
え
る
か
し
ん
ぱ
い
で
す 

 

こ
ん
ご
の
き
ぼ
う
は
お
ち
つ
い
て
あ
わ

て
な
い
で
仕
事
を
さ
が
す
こ
と
で
す 

 

 

世
一
緒
で
は
、
障
害
や
病
気
そ
の
他
の
状
況
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
生
き
る
た
め
に
し
て
生
き
る
た
め
に
、
世
一
緒
に
関
わ

っ
て
い
る
人
た
ち
を
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
（
非
常
勤
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
支
え
を
受
け
て
、
世
一
緒
の
当
番
（
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
実
習
）
や
「
語
る
会
」、
身
近
な
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
（
花
壇
整
備
、
除
草
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
も
し
て
い
ま
す
。

元
ス
タ
ッ
フ
等
か
ら
の
近
況
報
告
も
紹
介
し
ま
す
。
な
お
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
は
せ
ん
げ
ん
台
に
就
労
移
行
支
援
事
業
所
「
世
一
緒
」
が
開
所
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
は
制
度
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
職
員
が
お
り
、
通
所
２
年
の
間
に
一
般
就
労
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

会
は
定
め
ら
れ
た
支
援
も
ち
ろ
ん
、
自
主
事
業
の
世
一
緒(

越
谷)

と
連
携
し
て
、
多
様
な
就
労
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
も
可
能
な
展
開
を
め
ざ
し
ま
す
。 

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

家
の
事
を
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

  

 

 

川
原 

美
恵 

今
の
私
は
今
日
で
４
日
目
仕
事
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
長
く
勤
め
た
い
の
で
い

ろ
い
ろ
頑
張
り
た
い
で
す
。 

ト
イ
レ
清
掃
な
ど
洗
面
台
な
ど
い
ろ
い

ろ
ま
か
さ
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
見
つ
け
ま
し
た
。

長
く
今
の
所
で
頑
張
り
た
い
で
す
。
だ

か
ら
み
ん
な
も
い
ろ
い
ろ
と
相
談
し
な

が
ら
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
来

て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に

来
て
な
か
っ
た
ら
い
ろ
い
ろ
相
談
し
な

が
ら
出
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一

人
で
は
出
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。 働

い
て
今
は
健
康
で
頑
張
り
た
い
で

す
。
こ
こ
に
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
そ

れ
は
こ
こ
に
来
て
良
か
っ
た
で
す
。
又

こ
こ
に
来
て
い
ろ
い
ろ
話
を
し
た
い
で

す
。
洗
た
く
き
の
ゴ
ミ
取
り
な
ど
最
初

に
や
っ
て
い
ま
す
。
後
乾
燥
機
い
の
フ

ィ
ル
タ
ー
の
清
掃
も
し
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
や
る
事
が
あ
る
け
ど
徐
々
に
な

れ
て
い
き
た
い
な
と
な
思
い
ま
し
た
。 

今
日
世
一
緒
に
来
て
良
か
っ
た
で
す
。

い
ろ
い
ろ
と
話
し
出
来
て
良
か
っ
た
で

す
。
あ
き
か
ん
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
仕

分
け
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
又
世
一
緒
に
来
た
い
で

す
。 

 

⑩ 

会
社
で
し
っ
ぱ
い
し
た 

長
く
頑
張
り
た
い
で
す 

仕
事
場
で
の
こ
と 

ギャラリー 世一緒 

多賀健太郎画伯（神戸市）からのプレゼント 
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